
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 １０月 日（木）１６時～２１時 

 ３１日（金）１０時～１５時 

講 師 ドン・バテン博士 植物学者、聖書的創造論の講演者 
Dr Don Batten 

通 訳 宇佐神 実 ジェネシスジャパン会長 

会 場 群馬キリストチャペル 
群馬県高崎市金古町１９０－１（🅿完備） 

または オンライン（Zoom） 

参加費 無 料 

お申込み・お問い合わせ 

CRJ事務局 090-3833-1992 ／ office@sozoron.org 

群馬キリストチャペル（担当 小島） 090-9360-5291 ※会場参加の問い合わせ 

GJ-CRJ タイアップセミナー 主催ジェネシスジャパン 共催クリエーション・リサーチ・ジャパン 

お問い合わせ：CRJ 事務局 📞 090-3833-1992  office@sozoron.org 

①16:00～18:00 創世記の科学的信頼性 

（休憩） 

②19:30～21:00 気候変動の真実 

Lecture in 
English 

１０ 月３０ 日（木）  

③10:30～12:00 岩石と化石 

（休憩） 

④13:30～15:00 近代科学は生物進化の

誤りを告げる 

１０ 月３１ 日（ 金）  

講義は英語で行われ、日本語の通訳がつきます。 

This seminar will be presented in English with Japanese interpretation. 

の 創 セミナー

mailto:office@sozoron.org


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会場】群馬キリストチャペル 〒370-3511 群馬県高崎市金古町１９０－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

シドニー大学で農学士（首席）および博士号を取得。ニューサウスウ

ェールズ州農業省で 20 年間、熱帯・亜熱帯果樹（マンゴー、ライチ、

バンレイシなど）の環境適応、花の生態学、花の発生と品種改良、水不

足の影響、植物分類、栄養学などを研究。ライチとマンゴーの開花誘導

に関する研究では、従来の誤った常識を覆し、科学的理解と農業経済に

貢献した。 

1994 年よりクリエーション・ミニストリーズ・インターナショナル（CMI）に参加して以来、

創造に関する講演を世界各地で行っており、彼自身が教育の中で教えられてきた進化論に含まれ

る誤りを明確に示している。 

ドン・バテン博士は『聖書に書かれた創造の疑問に答える』、『Answers to the 4 Big 

Questions』、および『創世記を歴史として受け取る 15 の理由』の共著者であり、『Creation』

誌、専門誌『Journal of Creation』、そしてウェブサイト creation.com に多数の記事を執筆し

ている。2015 年から 2022 年まで CMI オーストラリアのマネージングディレクターを務め、

現在は『Creation』誌の編集長および CMI シンガポールの理事の一人として活動している。 

【会場で受講される方】 

フォームまたはメールでお申し込みください 
３０日夕食、３１日昼食を実費にてご用意できます 

群馬キリストチャペル 

shalomkojima@gmail.com 

 

直接会場へお越しください 
※当日直接会場参加も可能 

会場参加問い合わせ先 
０９０－９３６０－５２９１（小島） 

 

【Zoom 受講の方】 

フォームまたはメールで 

お申し込みください 

ＣＲＪ 

https://forms.gle/XwT8VeQQWUDKCXgu6 

office@sozoron.org 

Zoom の入室情報をお送りします 

ドン・バテン博士 [Dr Don Batten]プロフィール 

GJ-CRJタイアップセミナー 主催ジェネシスジャパン 共催クリエーション・リサーチ・ジャパン 

お問い合わせ：CRJ 事務局 📞090-3833-1992 office@sozoron.org 

駐車場完備 

mailto:shalomkojima@gmail.com
https://forms.gle/XwT8VeQQWUDKCXgu6
mailto:office@sozoron.org
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